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【緒言】ドシメータに用いられる熱蛍光体材料は、入射した放射線エネルギーを吸収した後、熱

刺激により発光する材料であり、環境線量や個人被ばく線量の測定などに利用されている。当該

材料の中でも、ホウ酸化合物は低い実行原子番号と優れた熱蛍光特性から熱蛍光体材料として注

目されており、例えば Cu添加 Li2B4O7は、TLD-100よりも高い熱蛍光感度を示すことが知られて

いる[1]。本研究では、ホウ酸化合物の新規熱蛍光体材料として、新たにクロロホウ酸化合物に着

目した。クロロホウ酸化合物の熱蛍光の探索は殆ど行われておらず、Eu添加と Tb添加 Ca2BO3Cl

のみ、それらの熱蛍光グロー曲線の測定が行われている[2]。本研究では、新たに Dy を添加した

Ca2BO3Clを作製し、熱蛍光特性を詳細に調べた。 

【実験方法】組成比通り B2O3、CaCl2、CaCO3、Dy2O3

を混合後、1000 °Cで 6時間焼成して試料を得た。 

【実験結果】図 1に、X線励起時のシンチレーショ

ンスペクトルを示す。すべての試料でおよそ 480、

580、680 nmに Dy3+の 4f-4f遷移由来のピークが観測

された。作製された試料の中で、Dy1.0%添加試料が

最大のシンチレーション強度を示した。 

図 2 に 100 mGy の X 線照射後の熱蛍光グロー曲

線を示す。105℃及び 265℃付近において明瞭なグロ

ーピークが観測された。265℃のピークは既報の無添

加及び Eu 添加、Tb 添加 Ca2BO3Cl では観測されな

かったため、熱蛍光に関与する欠陥が Dy 添加によ

って新たに形成されたと推察される。本講演では、

当該物質の熱蛍光特性の詳細について議論する。 
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図 1 X 線励起時のシンチレーションスペクト

ル。 

 

図 2 熱蛍光グロー曲線(1 °C/s)。 

0

2000

4000

6000

8000

10000

300 400 500 600 700

Wavelength [nm]

In
te

n
si

ty
 [

ar
b
.u

n
it

s]

4
F

9
/2

→
 6

H
1

5
/2

4
F

9
/2

→
 6

H
1

3
/2

4
F

9
/2

→
 6

H
1
1

/2

Dy 0.1%
Dy 0.5%
Dy 1.0%

0

50

100

150

200

50 150 250 350

In
te

n
si

ty
 [

ar
b

.u
n
it

s]

Temperature [°C]

Dy 0.1%
Dy 0.5%
Dy 1.0%

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)11p-Z14-1 

© 2020年 応用物理学会 02-073 2.6


